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記者発表資料 
平成１６年６月３０日 

国土交通省 郡山国道事務所 

 

 

 

 

 

昨年４月２９日に猪苗代町大字三ツ和地内に整備しました国道４９号三ツ和地下横断

歩道（愛称『母と子の 絆
きずな

通り』）の整備１年後の整備効果についてとりまとめましたので

お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間約１５０万人の観光客が訪れる猪苗代町大字三ツ和地区は、国道４９号を挟んで観

光施設が集中していることから、歩行者が安全に国道を横断できる立体横断施設の設置と

観光施設への出入りによる交通渋滞の緩和が求められていました。 

昨年、この地区に三ツ和地下横断歩道（愛称『母と子の絆通り』）が整備されたことで、

横断歩道のない所で国道を横断する人が約 90％も削減されましたが、2,000m 以上の渋滞が

依然として発生していました。 

そこで、三ツ和地下横断歩道が整備されて１年経過したその後の状況を平成１６年５月

２日（日）に調査を実施し、その結果をとりまとめましたのでお知らせいたします。 

なお、今後も引き続き、三ツ和地区の安全対策と渋滞解消に向けた取り組みを行ってま

いりますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

問い合わせ先 

国土交通省 東北地方整備局 郡山国道事務所 

副所長  阿部 義博（内線２０５） 

調査課長 三ヶ田 章（内線４５１） 

管理課長 松舘 豊久（内線４３１） 

電話 ０２４－９４６－０３３３（代） 

住所 福島県郡山市安積町荒井字丈部内 28 番 1 号 

 

一一般般国国道道４４９９号号  「「三三ツツ和和地地下下横横断断歩歩 道道」」１１年年後後のの整整備備効効果果ににつついいてて  

nn  国国道道をを乱乱横横断断すするる人人のの割割合合がが、、整整備備前前 7755％％、、整整備備直直後後 1122％％、、整整備備１１年年

後後 99％％とと確確実実にに減減少少ししてていいまますす。。  

nn  国国道道 4499 号号のの渋渋滞滞長長はは、、下下りり方方向向（（郡郡山山→→会会津津））でで整整備備前前のの 44 ,,550000mm かからら

113300mm ままでで、、9977%%もも減減少少ししままししたた。。  

nn  三三ツツ和和地地下下横横断断歩歩 道道のの整整備備後後、、交交通通事事故故がが減減少少ししままししたた。。  
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一般国道４９号 三ツ和地下横断歩道１年後の整備効果① 

 

 

 

 

 

 

・ 三ツ和地区には、国道４９号を挟んで南側に野口英世記念館、北側に世界のガラス館

等の観光拠点があることから、国道を横断し観光施設間を行き来する人が観光シーズ

ン時には約１万人／日います。 

・ 三ツ和地下横断歩道の整備前は、横断歩道を利用する人が 2,376 人（25%）、横断歩道

を利用しないで国道を横断する危険な“乱横断者”が 7,102 人（75%）いました。 

・ 昨年、三ツ和地下横断歩道を整備した直後は、6,054 人（74％）の人が地下横断歩道

を利用し、また、952 人（12％）の人が危険な“乱横断”をしていましたが、整整備備１１

年年 後後でではは地地 下下横横 断断 歩歩 道道 利利 用用 者者がが 77885555 人人（（7788％％））、、危危 険険なな““乱乱 横横 断断者者 ””がが 886633 人人

（（99％％））と、確実に減少してきています。いまだ危険な“乱横断者”はいますが、整整 備備

前前にに比比べべるるととそそのの割割合合はは 6666%%のの減減少少となっています。 

 

図 1 三ツ和地下横断歩道整備前後の国道横断者の割合（9～17 時 8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 主要観光施設の入込客数       図 3 三ツ和地下横断歩道利用者数 

（9～17 時 8 時間） 
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※観光客入り込み状況（平成１５年分） 
福島県商工労働部  
地域経済領域観光グループ  
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““乱乱 横横 断断 者者””
のの 割割 合合 がが
6666%%減減 少少！！ 

国国道道をを乱乱横横断断すするる人人のの割割合合がが、、整整備備前前 7755％％、、整整備備直直後後 1122％％、、整整備備１１年年後後

99％％とと確確実実にに減減少少ししてていいまますす。。  
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一般国道４９号 三ツ和地下横断歩道１年後の整備効果② 

 

 

 

 

・三ツ和地区の渋滞長は、上上りり方方 向向（（会会 津津→→郡郡 山山））でではは整整備備 前前のの 44 ,,000000mm 以以上上（（計計測測 不不能能））

かからら773355mm、、下下りり方方 向向（（郡郡 山山→→会会 津津））でではは整整備備 前前のの 44 ,,550000mm かからら113300mm ににままででそそれれぞぞれれ減減少少

しています。 

・近接する野口英世記念館前交差点の国道側の青時間の延長等も行っていますので、渋滞

長の減少はこれらなどの結果と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 三ツ和地下横断歩道整備前後の国道４９号の渋滞長の変化（9～17 時 8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国国 道道 ４４９９号号 のの渋渋 滞滞 長長 はは、、整整 備備 前前 のの 44 ,, 55 0000 mm かからら 1133 00 mm ままでで、、99 77%% もも減減 少少 ししままししたた。。 

※調査日 整備前   ：平成 11 年５月２日（日）

整備直後 ：平成 15 年５月３日（土）

整備１年後：平成 16 年５月２日（日）

 

【【国国道道４４９９号号 上上りり方方向向（（会会津津→→郡郡山山））】】  

【【野野 口口 記記 念念 館館 前前 交交 差差 点点 】】 

【三ツ和地区の渋滞長の変化】 

［上り方向］整整 備備前前 44 ,, 00 0000mm 以以 上上 → 整整 備備 直直 後後 22 ,,445500mm → １１年年 後後 773355mm  

（会津→郡山）（計測不能） 

 

［下り方向］整整 備備前前 44 ,, 55 0000mm   → 整整 備備 直直 後後 33 ,,007700mm  → １１年年 後後 113300mm  
（郡山→会津） 

33,,000000 mm  
以以上上   

減減少少！！   

44,,337700 mm  
減減少少！！   
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【【国国道道４４９９号号 下下りり方方向向（（郡郡山山→→会会津津））】】  
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一般国道４９号 三ツ和地下横断歩道１年後の整備効果③ 

 

 

 

 

・三ツ和地下横断歩道の整備前には、国道４９号を乱横断する人が多く、また交通事故も

平成９年から１４年までの６年間で、歩行者が関連するものが２件（0.3 件／年）、車両

相互が１６件（2.7 件／年）となっていました。 

・しかし、三ツ和地下横断歩道の整備後は、 歩歩行行 者者 関関連連のの交交通通 事事故故はは発発 生生ししてておおららずず、、まま

たた車車両両相相 互互のの交交 通通事事 故故もも１１件件となっています。 

 

図 5 三ツ和地下横断歩道付近の整備前後の死傷事故発生件数（H9～H15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※三ツ和地下横断歩道を中心とした前後 200m 区間の事故件数 

三三ツツ和和地地下下横横断断歩歩 道道のの整整備備後後、、交交通通事事故故がが減減少少ししままししたた。。 
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写真 2 現在の上り車線の様子 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
※平成 16 年 6 月 23 日撮影 

一般国道４９号 三ツ和地区での今後の取り組み 

 

 

 

 

・ まだ、99％％（（886633 人人））もいる国道を横断する危険な“乱横断者”への安全性向上のため、

今後は、 案案内内 看看 板板のの設設 置置、、路路面面 標標示示ななどどにによよりり地地下下横横 断断 歩歩道道へへのの誘誘導導をを行行ううなど、三

ツ和地区の安全性向上のためのさらなる取り組みを行ってまいります。 

 

図 6 地下横断歩道などを利用せずに、国道を横断 

する危険な乱横断者数（9～17 時 8 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 右折レーンが設置されている下り車線

（郡山→会津）では 3,000m 近い渋滞長の

減少が見られました。 

・ しかし、右折レーンが設置されていない

会津から郡山へ向かう上り車線では 735m

の渋滞がまだ残っています。 

・ 今後は、上上りり車車 線線にに右右 折折レレーーンンをを設設置置（野

口英世記念館側への右折）し、より一層

の渋滞緩和を図ります。 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望はこちらまで 

『道の相談室』 
ＴＥＬ ：フリーダイヤル０１２０－１０６

ど う ろ

－４９７
よくなれ

 

電子メール ：koriyama@thr.mlit.go.jp 

郡山国道事務所ホームページ：http://www.thr.mlit.go.jp/koriyama/ 

会会津津かからら郡郡山山へへ向向かかうう上上りり車車線線にに右右折折レレーーンンをを設設置置ししまますす。。  

国国道道横横断断者者のの安安全全性性向向 上上ののたためめ、、地地下下横横 断断歩歩道道のの利利用用をを促促進進ししまますす。。  

写真 1 国道４９号を乱横断 

する人 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 16 年 6 月 23 日撮影  
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